
 
 

自
民
・公
明
・
一
燈
立
志
の
会
が 

反
対 

 

予
算
議
会
で
は
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
に
あ

た
り
国
内
農
業
の
基
盤
強
化
を
図
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」

に
、
私
は
県
議
団
を
代
表
し
、
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

採
決
結
果
は
共
産
党
６
、
県
民
の
会
４
、
合
計
１
０
名
賛
成
。

し
か
し
、
自
民
、
公
明
、
一
燈
立
志
の
会
の
多
数
が
反
対
し
、

国
へ
の
意
見
書
は
通
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

食
料
自
給
率
向
上
、
政
策
の
柱
か
ら
格
下
げ 

生
き
る
為
の
食
料
政
策
は
国
の
根
幹
で
す
。
現
在
の
食
料
自

給
率
は
３
８
％
と
悪
化
し
て
い
ま
す
が
、
輸
入
規
制
は
な
く
、

さ
ら
に
、
農
家
が
切
実
に
求
め
て
い
る
再
生
産
可
能
な
農
産
物

価
格
に
つ
い
て
も
、
消
費
者
や
食
品
産
業
・
流
通
業
界
な
ど
が

考
慮
す
る
も
の
と
さ
れ
、
本
気
で
自
給
率
や
価
格
・
所
得
補
償

の
改
善
を
行
う
姿
勢
は
、
一
切
み
ら
れ
な
い
改
定
案
で
す
。 

県
内
の
農
家
者
、
２
０
前
よ
り
半
減 

高
知
県
に
お
い
て
も
農
業
従
事
者
数
は
２
０
０
０
年
に
は

約
３
万
６
千
人
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
０
年
に
は
約
１
万
９
千

人
へ
と
、
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
ま
す
。
耕
地
面
積
も
お
米
の
産
出

額
も
減
少
の
一
途
で
す
。
ま
た
、
物
価
高
騰
の
影
響
は
深
刻
で
、

肥
料
や
資
材
の
価
格
は
平
均
１
．
５
倍
を
超
え
て
い
ま
す
。 

県
内
東
部
の
５
０
代
ニ
ラ
農
家
の
女
性
は
「
肥
料
の
高
騰
は

２
倍
に
増
え
、
自
分
の
食
べ
る
ご
は
ん
を
減
ら
し
ニ
ラ
の
肥
料

を
買
っ
て
い
る
」
と
苦
労
を
語
り
ま
す
。 

農
業
で
食
べ
て
い
け
る
価
格
・
所
得
補
償
を 

国
の
２
０
２
２
年
度
の
農
林
水
産
の
統
計
調
査
で
は
、
水
田

作
の
平
均
農
業
あ
ら
利
益
は
、
年
間
で
約
３
７
８
万
円
で
す
。 

一
方
で
、
平
均
農
業
経
営
費
は
３
７
７
万
円
、
差
し
引
額
は

約
１
万
円
、
時
給
に
す
る
と
１
０
円
以
下
で
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
農
業
の
維
持
も
後
継
者
も
で
き
ま
せ
ん
。 

農
業
保
護
の
観
点
で
、
海
外
の
動
き
を
み
る
と
農
業
所
得
に

占
め
る
直
接
支
払
い
（
補
助
金
）
の
割
合
は
、
日
本
３
０
％
、

こ
れ
に
対
し
ス
イ
ス
は
９
２
％
、
ド
イ
ツ
は
７
７
％
、
フ
ラ
ン

ス
は
６
４
％
、
日
本
の
農
家
支
援
は
非
常
に
貧
弱
で
す 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

  
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

－
－ －

お元気ですか 
 

 

ホーホケキョ♪うぐいすが鳴く北山。一気に桜は満開。

比島の交通公園や城西公園の桜の下へお花見に。春休み

もあってか子ども達で大賑わい。ある花見の席には賃上

げや非正規と正規の格差を無くせと闘い、人生で初めて

ストライキをしたという40 代のグループがあった。 

ストライキは一人でもできると聞いて、二人で頑張っ

たと言う、その中で理不尽な言葉を浴びせられたと言う。

「お前らが休むと周りが困る」「正規と非正規の格差は当

たり前」だと。賃金アップも長時間労働の規制も育休も、

どれもが労働者自身が訴え続けて改善を勝ち取ってきた

ものだ。その背景には、低賃金や長時間労働の末に命を落

とした若者たち、家族の存在を思い出してほしい。声をあ

げ世論を広げ、交渉する中で改善をさせてきた歴史を。 

花見する彼たちの闘いは、世論の後押しもあり、月 6,000

円の賃金アップとなったのだ。 

大きな拍手が響いた。人生の運転手は自分。 

困難を切り開く力は、誰もがもっている。 

おたまじゃくし

無料 生活・法律相談会 

４月２１日 午前 10時～12時 
新屋敷事務所 皿田幸憲・弁護士 

４月１７日 午後 18時～20時 
 あぞの事務所 南拓人・弁護士 
＊予約連絡、よろしくお願いします。 

暮せる農業へ、若者が継げる農業を求め討論 
～国の農業基本法改正案は、輸入依存そのまま 田畑減少の危機深刻～ 

 

 

 

な
ぜ
、
５
０
代
が
対
象
外
？ 

 

新
規
就
農
や
親
元
就
農
を
目
指
す
方
へ
の

支
援
と
し
て
、
新
た
に
研
修
期
間
中
（
最
長
１

年
）
は
月
１
０
万
円
の
補
助
が
で
ま
す
。
そ
の

後
、
親
元
を
含
め
農
業
経
営
す
る
方
に
は
年

間
１
２
０
万
円
（２
年
間
）合
計
３
年
間
支
援
が

行
わ
れ
ま
す
。  

対
象
者
に
つ
い
て
、
制
度
の
多
く
を
４
９
歳

以
下
と
し
て
い
る
点

は
問
題
で
す
。
５
０

代
は
転
職
希
望
者
も

多
く
、
ま
た
一
定
、

子
育
て
も
落
ち
つ
く

年
代
で
も
あ
り
対
象

に
す
べ
き
で
す
。 

県、農業担い手支援制度 

若手支援バージョンアップ 
 


